































































































St.2 語彙の理解： 語彙の定義と説明 ３分
St.3 主張の理解： 著者の全体的な主張の討論 ６分
St.4 話題の理解： 話題の選定と討論 12分
St.5 知識の統合： 他の知識との関連づけ 15分
St.6 知識の適用： 自己との関連づけ 12分
St.7 教材の評価： 著者の主張の評価 ３分















	 ① Plan（企画）：	 授業の構成内容とビデオの収録内容を考える
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	 ② Record（撮影）：	 オンラインビデオを収録する
	 ③ Publish（出力）：	 ファイルに出力する










従来の授業 反 転 授 業
活動 時間 活動 時間
ウォームアップ・アクティビティ ５分 ウォームアップ・アクティビティ ５分
前夜に取り組んだ宿題の確認 20分 講義ビデオの内容についての質疑応答 10分






































本研究では，PowerPoint のアドインである”Office MIX”を使用する。”Office MIX”の特徴は，
Windows 版の PowerPoint2013 のアドインとして動作することである。したがって，PowerPoint
と統合されるため，新たにオンラインビデオソフトの操作を覚えなくてもすむのである。”Office 
MIX”は，サイトから無料でダウンロードすることができる。 





図 1 PowerPoint2013 にアドインの MIX を組み込んだメニュー表示と画面 
 
 作成した PowerPoint のスライドを表示しながら，[Record]ボタンをクリックすると，録画が開
始される。録画中は，図 2 のような状態になる。 
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次に，[Export to Video]をクリックすると，MPEG-4 形式のファイルとして出力される。これで，
オンラインビデオが完成する。 
 もちろん，作成したオンラインビデオを公開しなければ，反転授業は成立しない。そこで，本研






イルを[添付資料ファイル]として保存する。そのコースを開くと，図 3 のような画面になる。 
 
 
図 3 WebClass 上で再生した画面 
 
 図３のように，スライドの一部にビデオ画面ができ，スライドの内容とビデオの内容を連動させ
ながら見ることができる。 
 今回，基本的な動作確認ができたので，この方法で教材作成のコンテンツを増やしていく。ただ
し，本学では入学前にネットワークを利用するための ID の発行を行っていないため，実際の入学
前教育では実践できないが，『続ける力』は，入学後に「初年次セミナー」や「基礎演習」で使用さ
れている。そこで，今後はそれらの授業で試用できるコンテンツを作成していくことを目的とした
い。 
図３　WebClass 上で再生した画面
　図３のように，スライドの一部にビデオ画面ができ，スライドの内容とビデオの内容を連動さ
せながら見ることができる。
　今回，基本的な動作確認ができたので，この方法で教材作成のコンテンツを増やしていく。た
だし，本学では入学前にネットワークを利用するための IDの発行を行っていないため，実際の
入学前教育では実践できないが，『続ける力』は，入学後に「初年次セミナー」や「基礎演習」で
使用されている。そこで，今後はそれらの授業で試用できるコンテンツを作成していくことを目
的としたい。
Ⅴ　おわりに
　前述のように，ICT環境のめざましい発達が反転授業の発展の手助けをしている。たとえば，
YouTubeのような動画共有サイト，およびスマートフォンやタブレットの急激な普及によるもの
である。教員側にはウェブカメラを備えたパソコン，スクリーン録画用のソフトウェア，学生側
には動画を閲覧する環境が整えば，専門的な知識がなくても反転授業が実践できるようになって
いるのである。しかし，そのことは同時に，教員にとっての授業に対する意識改革を求めるもの
でもある。
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【注】
注１	 平成22～26年度科学研究費補助金基盤研究C（課題番号22530840）「大学初年次でのクリティカル・リー
ディング力育成カリキュラムと教材開発に関する研究」で，研究メンバーは神戸大学・国際コミュニケー
ションセンター・横川博一，金沢大学・大学教育開発・支援センター・堀井祐介，國學院大學・人間開
発学部・成田信子，甲子園大学・総合教育研究機構・西川真理子，大阪国際大学・国際コミュニケーショ
ン学部・米田薫，関西国際大学・人間科学部・藤木清，関西国際大学・共通教育機構・井上加寿子，と
筆者を含めた８名である。
注２	 LTD話し合い学習法と不確定指向性」『大学の学び　教育内容と実践』第４部　４　p.269
注３	 大学レベルの授業を無償で提供する大規模公開オンライン教育のこと。講座によるが，入学手続きを
して費用を払えば，コースを提供している大学の単位や修了証が修得できる。2012年は Year	of	MOOC
（MOOC元年）とも呼ばれ，多くの組織が立ち上がった。日本でも2013年11月に JMOOC（日本オープ
ンオンライン教育推進協議会）が発足した。
